
  第３０回 上芳養公民館ソフトバレーボール大会を開催します。是非ご参加ください！ 

 日  時：令和５年１月２０日（金） 午後７時～ 

 場  所：上芳養小学校 体育館 

 編  成：地区別・団体別で４名１チーム（控えは２名まで） ※年齢、性別の区別はなし 

 参加資格：小学校６年生以上で、上芳養在住・もしくは在勤の方。 
 

 申込方法：①公民館窓口で直接申込 

      ②ＦＡＸ申込（ＦＡＸ：３７-０９４３） 

      ③メール申込（kamihaya.ko@city.tanabe.lg.jp） 

      ※地区・団体名/チーム名/選手氏名/代表者氏名
ふりがな      ふりがな

/ 
       代表者連絡先/賞品のリクエスト を明記のこと。 

 申込期間：１月１１日（水）まで 

 練 習 日 ：１月１８日（水）午後７時～ ＠上芳養小学校 体育館 
 

 ◆体育委員会より新型コロナウイルス感染症対策の実施について（練習日も同じ） 

  ・来場までに各自検温をお願いします。 

  ・試合出場中以外の方は、原則マスクの着用をお願いします。（マスクは持参してください） 

  ・会場内の換気を行いますが、大声での歓声や声援はお控えください。 

  ・会場入口や各コートに消毒液を設置します。試合交代時等はボールの消毒をお願いします。 

お問合せ：上芳養公民館（ＴＥＬ：３７－０００１） 

田辺市教育委員会 生涯学習課 公民館係 http://www.city.tanabe.lg.jp/shougai/kouminkan/index.html 

 １０月２９日（土）、白浜町の「きのくに乗馬倶楽部」にて、乗馬体

験教室を開催しました。 

 今回背中に乗せてくれたのは、ポニーの「ポニオくん」！乗馬が初め

ての児童は、少し緊張気味でしたが、インストラクターさんが隣につい

て先導してくれたので、すぐに慣れ、楽しんでいました。 

その後、ブラッシングやエサやり体験をさせていただきました。エサ

やり体験では、お腹を空かせた馬が児童達の手も食べてしまいそうな勢

いで、最初はびっくりしていましたが、次第に笑顔を浮かべ、馬を撫で

ながら愛情を持ってエサをあげていました。 

また、様々な種類の馬を見学しながら、馬の年の取る速さが人間の４

倍であること、ここの馬達は珍しくみかんが好きでよく食べることや、

馬も冬は服を着ること等を教えてもらい、少し馬に詳しくなりました。 

日常ではなかなかできない体験ができ、よい経験になりました。参加

してくれたみなさん、ありがとうございました。 

ドキドキ・・・  乗  馬  体  験  をしました！  

≪申込受付中≫  ソフトバレーボール大会  

Ｂ級決勝は中学生対決！！  ファミリーバドミントン大会  

 １１月１１日（金）、第２５回上芳養公民館ファミリーバドミントン大会を開催し、様々な世代

の１２チームのみなさんにご参加いただきました。初戦から、手に汗握る展開となった試合もあ

り、スマッシュ禁止の競技ですがハラハラドキドキの場面も多く、素晴らしい大会となりました。 

 また、賞品は卓球大会に引き続き、選手のみなさんからリクエストを伺い決定したので、表彰式

もワイワイと大盛り上がりでした。また、開催日の１１月１１日は、○ッキー＆●リッツの日とい

うことで、特別に尾花体育部長賞を設け、入賞できなかったみなさんの中からジャンケンに勝ち抜

いた方へ、○ッキーのプレゼントもあり、なごやかな時間も過ごしました。 

 当日は公民館体育委員の方をはじめ、選手や応援に来てくれたみなさんも、大会運営や後片付け

等にご協力いただきありがとうございました。 

 来月には、本年度最後の体育行事となる、ソフトバレーボール大会を開催します。詳細は右側の

ページをご覧ください。みなさんのご参加をお待ちしています！ 

 焦がし絵とは、木の板を電熱ペンで焼き焦がしその濃淡で絵や模様を描くものです。

最初に描きたい絵を木の板に写し、なぞる様に焦がすので、初めての方や絵が苦手な方

も楽しめます！※学校を通じて体験教室のご案内をしますので、是非ご参加ください。 

◆日時：１２月２６日（月） 午前９時頃～   

◆対象：小学４～６年生、中学生        
お問合せ：上芳養公民館 （ＴＥＬ：３７－０００１） 

★ 発 行：上芳養公民館 

★ 館 長：井本 和男   ★ 主 事：岡田 由美子 

★ 電 話：３７－０００１ ★ＦＡＸ ：３７－０９４３ 

来月の明るい笑顔街いっぱい運動 

  

１月１０日（火） 

子どもたちへの声かけをお願いします。 

上芳養の人口 （R４.１０月末現在） 
 

男性 ７５８人（+２）      世帯数 

女性 ７８３人（+１）      ６２５戸（+２） 

合計 １,５４１人（+３）          ※（）内は先月比   

◆Ａ級リーグ◆ 

準優勝：小学校 

３位：チーム木下 

 Ｍ２Ｂ 

※３位は順不同 
 

◆Ｂ級リーグ◆ 

準優勝：ソフトテニス 

おめでとうございます！ 

＊＊ 賞品リクエスト ＊＊ 

例）お菓子詰合せ、ジュース、
図書カード、商品券など。 

(１賞品、最高３０００円程度) 

※リクエストが叶わない場合

や、入賞順などにより希望賞品

が手に入らない場合がありま

す。ご了承ください。 

みんなで 焦  が  し  絵  描いてみよう！  



公民館図書コーナーで、クリスマスイベントを開催！ 

期間中、本を借りに来られた方は、窓口で「メリークリスマス★」と言ってみましょう♪ 

素敵なプレゼントがもらえるかも・・・？！  普段よりも本を増やしてお待ちしています。 

 

期間：１２月１９日（月）～２３日（金） 
時間：午前８時３０分～午後５時まで 
場所：公民館１階 図書コーナー                 お問合せ：上芳養公民館（ＴＥＬ：３７－０００１） 

かみはや  Chris tmas 読書ウィーーーーク！  

 １０月２７日（木）、私たち「東郷クローバーの会」１５名は１日研修遠足に行って来ました。朝

８時に東郷を出発し、午前中は有田川町にある「果樹試験場」の中地栽培部長さんから和歌山のみか

ん栽培についての講習を受けました。様々なみかんの品種改良の研究をしている事や、みかんの品種

の名前が栽培者さんの名前だったり、地名がついている等、大変興味深いお話を聞かせていただき、

産地として知らなかった事をたくさん教えていただきました。とても勉強になったと思います。 

そして、お待ちかねの昼食は、同じ有田川町にある、本当に隠れ家的な古民家カフェにて、ピザやパ

スタ等を美味しくいただきました。 

午後からは、ファーマーズマーケット「ありだっこ」に寄った後、湯浅町にある「湯浅ワイナリー」

でスライドを交えたワイン造りの歴史や醸造の話等を聞き、和歌山のぶどうやみかん、うめ、じゃば

ら等のワインやリキュールの試飲をさせてもらいました。また、近くの「しらす屋前福」さんという、

創業１５０年の老舗でのお買い物も楽しみました。 

最後の白崎海岸では、海の向こうには四国や淡路島が見渡せ、日本のエーゲ海と呼ばれる真っ白な風

景を目に焼き付けて、秋の１日を有意義に過ごして来ました。 

（東郷クローバーの会  不動 育子） 

 

   １２月の行事予定 

     ３日（土） 発表会 

     ６日（火） 避難訓練（Ｊアラート） 

     ８日（木） 消防署見学（５歳児） 

     ９日（金） 消防総合避難訓練 

    ２０日（火） 避難訓練（地震→火災） 

    ２３日（金） クリスマス会・クリスマス会食 
    ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため行事が変更される場合があります。 

  お問合せ：日向保育所（ＴＥＬ：３７－００１４） 

東郷クローバーの会  １日研修遠足に行って来ました！  

日向保育所よりお知らせ  

 ◆全体会◆ 演題：「生涯 学ぼう 生涯 人と関わろう」～腹話術ボランティア４０年の４つの転機～ 

       講師：和歌山県腹話術協会 会長、和歌山県立医科大学 ケアマインド特別講師 宮本 年起氏 
 

 １．９歳の夢、２９歳でかなう 

  ９歳の時、日本の腹話術の草分け的存在「川上のぼる」さんのライブを見て感激し、すぐに始めてみた

かったが、周りに教えてくれる人が誰もいなかった。鍼灸師である父が、ぎっくり腰の患者をあっという間

に治しているのを幼い頃から見ていて、自らも鍼灸師となるが、腹話術への熱い気持ちは持っていた。 

  ２９歳の時、鍼灸院に来た恩師が「腹話術を習い始めた」と話すので、連れて行ってもらうと憧れの「川

上のぼる」さんが講師としていらっしゃったのを機会に、腹話術を習い始める。 
 

 ２．平成１９年「笑ってもらう腹話術」から「希望を捧げる腹話術」へ 

  自身の腹話術を見て「人生はつらいことばかりだと思っていたが、何年かぶりに腹

の底から笑った」と言ってくれた人のために「希望を捧げる腹話術」を志した。今ま

で、ぼんやりとしか見えていなかった観客の表情が、しっかり見えるようになった。 
 

 ３．平成２９年「世界に羽ばたく腹話術の夢」 

  デンマークを訪問し、夢は世界に広がった。 
 

 ４．令和２年コロナの時代に学びにめざめる 

  コロナウイルス拡大のため、腹話術ボランティアがなくなった。「今こそ学びを深め、面白くて、仕事柄

ためになる、心とからだをいやす腹話術を磨こう」と決意し、勉強にも力を入れる。 
 

  腹話術ボランティアを始め、４０年になるが「腹話術を使って人と交流したい」という気持ちは強く、仕

事にしたいと思ったことはない。お金を使ってでも、腹話術で人と交流をしたい。腹話術をすることで人が

集い、アドバイスをもらったりして交流することで、コミュニケーションの場ともなっている。人が集い、

交流する、こういった取組は公民館活動の醍醐味とも言えるのではないか。（岡田） 

公民館大会  に出席しました  

 第２分科会は「地域づくりと公民館」というテーマで舞鶴市多世代交流施設まなびあむ館長の発表があり、

質疑応答という形で開催されました。舞鶴市は人口７万９千人、市直営で７館体制となっています。 

 問題提起として「公民館という曖昧さ」を挙げていて、それは社会教育や生涯学習は成果や目標達成の測定

がしにくく、評価が困難であることに起因しているのではないかということや、公民館の利用者数が少ないこ

とを挙げていました。 

 さて、我が上芳養公民館を振り返ってみますと、 

 子ども達の体験教室の開催、世代を超えた交流活動の推進、各種講演会の開催、その他事業（秋季運動会や

敬老祝賀会への参加、社会見学会等）、公民館による情報提供（公民館報発行、LINE公式アカウント）等の活

動がされています。 

 ここ数年、コロナ禍で活動が思うようにできていませんが、今一度公民館は「誰のために」、「何のため

に」あるのかを考え、目的意識を鮮明にしていくことが大事だと思いました。（行森） 

 全体会の後「人を活かし、人を結ぶ公民館」というテーマの第４分科会に参加しました。兵庫県の新温泉町

の浜坂公民館の事例から「つどう」「まなぶ」「むすぶ」をいかに活性化させるか？という問題提起があり、

グループワークで大阪、兵庫、三重、奈良から参加された方々と話す機会に恵まれました。地域の課題も人口

の多いところと少ない所では違うものの、活動の活性化にあたって、共通する悩みもありました。 

 なんと隣に座った紳士、「私が上芳養から来た」と言うと、古屋谷にご縁のある方で、ビックリしました。

「学び」に来て「集ったら」「むすびついた」？ 

 秋晴れの日、コロナ禍で活動の自粛をしてきたけれど、浜坂公民館の活動の話を聞いて、人と人が出会って

何かを一緒に行うことの大切さを再認識させてくれた一日となりました。（松場） 

１１月１０日（木）、和歌山市の和歌山城ホールにて、第４４回全国公民館研究集会和歌山大会、第６９回

近畿公民館大会和歌山大会、第６４回和歌山県公民館大会が開催されました。上芳養地域からは、生涯学習

（人権）推進員の行森 洋子さん、松場 三恵子さんと公民館主事の岡田が出席しました。全体会・分科会の内容

を簡単ではございますが、下記に紹介いたします。 

大会テーマ：「誰もが集う公民館」～コロナ禍でも人はつながり、笑顔は生まれる～ 

◆分科会◆ 


